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　かつて、クマが住む山奥と、人
が生活する住宅地の間には、適度
に手入れされた田畑などが広がる
「里山」の風景が見られました。
音に敏感で警戒心の強いクマは、
餌を求めて山から下りてきても、
里山で人間の気配を感じ、その先
まで入ってくることはあまりあり
ませんでした。
　しかし、過疎化などの影響で里
山の手入れが行き届かなくなる
と、これまでの「緩衝帯」がなく
なり、クマの生息域と人間の生活
圏が近くなってきました。　

　耕作放棄地はクマをはじめとし
た野生動物にとって絶好の隠れ
家、えさ場になります。また、山
ではなく人家の近くで生まれ育っ
た動物は、そこを中心に活動し、
結果として人間との距離が近くな
るとも言われます。
　間伐や刈り払いによって、クマ
が住みにくい、近づきにくい環境
を整備・維持することで、かつて
の距離に戻す努力をすることが重
要です。

　目撃情報は随時、市の防災無線
やメールなどで配信しています。
情報やクマの痕跡があった場所に
は近づかないようにしましょう。
クマの生息地に入る場合は、クマ
鈴やラジオなど音が出るものを携
帯し、自分の存在を知らせましょ
う。
　もし出合っても大声を出したり
走ったりせず、落ち着いてゆっく
りクマから目を離さないで下がり
ましょう。子グマの近くには必ず
母グマもいるので、特に注意が必
要です。

安中市有害鳥獣捕獲隊

活用しましょう
「群馬県クマ出没マップ」

ク
マ
の
た
め
、
人
の
た
め

互
い
が
出
合
わ
な
い
よ
う
に

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　県内各地のクマ目撃・出没情報
が、県■HP で公開されています。地
図上の印を押すと、目撃日時や場
所、頭数、被害の有無などを確認
できます。
　クマとの遭遇は突発的に起こる
ことが多く、予測することは困難
です。仕事や登山などでクマの生
息地域に入る際、思いがけず出
合ってしまう危険を少しでも減ら
すため、あらかじめ情報を得るこ
とで、自分の身を守りましょう。

設置したオリを見回る捕獲隊員

左から、捕獲隊の藤田咲子さん、坂田育次隊長、境谷倹人さん

　安中市有害鳥獣捕獲隊は、猟友会などに所属し、わ
なや銃猟免許を所持する、狩猟の経験が豊富な人を中
心とした集まりです。
　普段は、それぞれ仕事をしていますが、市が市民の
皆さんから害獣駆除の依頼を受けると、朝や夕方など
に見回りや捕獲、現地での指導などを行っています。
現在の隊員は約80人、安中と松井田地域に分かれ、
女性隊員も活躍しています。
　今回は、坂田育次隊長と、今年4月から新たに加
わった若手隊員2人に、鳥獣被害対策と活動への思い
についてお聞きしました。

捕獲隊に聞く 「クマ対策」
　捕獲隊の坂田隊長によると、「人家近くに出没する
クマは人間が食べる物の匂いにひかれてくる可能性が
あるので、家の外に匂いの強い物を置かない、不要な
果実はすぐに処理することが大切。」といいます。

若い人が捕獲隊に興味を
　市街地に出没し、被害をもたらす有害鳥獣が年々増
える一方、高齢化などにより狩猟者は減っています。
安中市も例外ではありません。今年から隊員になった
境谷さんは「地元出身で狩猟に興味があり、地域貢献
がしたかった」、自給自足生活にあこがれ県外から本
市に移住したという藤田さんも「女性の仲間が増えて
ほしい。自分でとったお肉はとてもおいしいですよ」

と話します。捕獲隊は、市民の生活と農業を守る若い
力を待っています。

「緩衝帯」を整備する

周辺環境をチェック！

クマと出合わないために

　クマは一度餌があることを覚えると、毎年やってきます。私たちの
生活圏に近づけないため、周辺環境の適正な管理をお願いします。

　クマは嗅覚がとても優れていま
す。生ごみを屋外に放置したり、
指定日以外に出しておくと、カラ
スなどがあさり、ほかの鳥獣をお
びき寄せることになります。

　カキ、ビワ、クリなどの果実は
クマの好物です。適宜収穫するな
ど所有者が管理し、放置している
場合は、きちんと伐採しましょ
う。

　ミツバチを飼育する場合、毎年
県に飼育届を出す必要がありま
す。また、蜂蜜はクマの好物でも
あるので、住宅地周辺での飼育は
控えてください。
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